


【国保】 

 

Ｉ-87 感染根管処置⑥ 

 

《令和３年９月７日新規》 

 

 

○ 取扱い 

原則として、「う蝕（Ｃ）→根尖性歯周炎（Ｐｅｒ）」の移行病名で、う

蝕歯即時充填形成又はう蝕歯インレー修復形成後の感染根管処置の算定

を認める。 

 

○ 取扱いの根拠 

う蝕歯即時充填形成又はう蝕歯インレー修復形成後であっても、細菌感

染が歯髄から根管内の象牙質に波及した場合は感染根管処置を行うこと

が臨床上あり得るものと考えられる。 

 


